１．５　インタフェース
１．５．1 インタフェース情報設定方法

アクセスPF（設備連携）、アクセスPF（オーダ制御）、および光アンバンドル業務支援システムとの情報流通関連イメージを図１．５．１－１に示す。






図１．５．１－１　関連イメージ

１．５．１．１　新規オーダ

新規オーダにおけるアクセスPF（設備連携）およびアクセスPF（オーダ制御）の登録項目（イメージ）を表１．５．１．１－１に、それに対応する光アンバンドル業務支援システムへのフレッシュデータ流通項目（イメージ）を表１．５．１．１－２に示す（具体的な光アンバンドル業務支援システムへの流通項目（ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨとの対応）は「１．５．３　流通項目」に示す）。

表１．５．１．１－１　アクセスPF（設備連携）及びアクセスPF（オーダ制御）の登録項目（イメージ）

	
	アクセスPF（設備連携）
	アクセスPF（オーダ制御）

	登録項目
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15

	受付
	○
	○
	○
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―

	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＡ
	―
	―
	―
	○
	○
	○
	○
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―

	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＢ
	―
	―
	―
	△
	△
	△
	○
	○
	○
	―
	―
	―
	―
	―
	―

	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＣ
	―
	―
	―
	△
	△
	○
	△
	△
	△
	○
	○
	○
	―
	―
	―

	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＤ

（竣工）
	―
	―
	―
	△
	△
	△
	△
	△
	△
	△
	△
	△
	○
	○
	○


（凡例）　○：登録可能　―：登録不可　△：通常は登録しないが前工程のｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨのため修正可能

表１．５．１．１－２　光アンバンドル業務支援システムへの流通項目（新規オーダ）

	
	アクセスPFでの実施内容
	流通項目（表１．５．１－１の登録項目に対応する）

	
	
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15

	1
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＡの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	2
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＢの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	3
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＣの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	4
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＤの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	5
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＡ、Ｂの同一日実施
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―
	―

	
	
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○


（凡例）　○：設定する（登録されている場合）　―：設定なし

１．５．１．２　修正オーダ

修正オーダにおける光アンバンドル業務支援システムへの流通項目（イメージ）を表１．５．１．２－１に示す。

修正オーダとは、既に発行したオーダに対して、利用部門（アクセスPF（設備連携））から項目内容の修正等を行う際のオーダである。修正オーダは、どのｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨにおいても発行可能であり、アクセスPFでは、修正オーダを受信したｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨにより、予め決められたｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨに戻り再び処理を行う。

＜ケース＞

表１．５．１．１－１の状況において、ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＢ実施後（ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＣ実施前）に修正オーダが発行された場合
表１．５．１．２－１　光アンバンドル業務支援システムへの流通項目（修正オーダ）

	
	アクセスPFでの実施内容
	流通項目

	
	
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15

	1
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＡの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	2
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＢの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	修正オーダ発行

	3
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＡの実施＊１
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	4
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＢの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	5
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＣの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	6
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＤの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○


（凡例）　○：設定する（登録されている場合）　―：設定なし

　　　＊１：統合SO番号は,同一であるが修正回数がカウントアップされる（以降（ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＢ、Ｃ、Ｄ）も同様）

本内容は、ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＢ実施後（ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＣ実施前）に修正オーダを受信した場合、ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＡに戻るケース

１．５．１．３　取消オーダ

取消オーダにおける光アンバンドル業務支援システムへの流通項目（イメージ）を表１．５．１．３－１に示す。

取消オーダとは、既に発行したオーダに対して利用部門（アクセスPF（設備連携））から取り消しを行う際のオーダである。取消オーダは、どのｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨにおいても発行可能であり、アクセスPFでは、取消オーダを受信した場合、予め決められているｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ（複数）を実施する。取消オーダの場合、表１．７－１の「変更区分」が“取消”に設定される。

＜ケース＞

表１．５．１．１－１の状況において、ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＢ実施後（ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＣ実施前）に取消オーダが発行された場合
表１．５．１．３－１　光アンバンドル業務支援システムへの流通項目（取消オーダ）

	
	アクセスPFでの実施内容
	流通項目

	
	
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15

	１
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＡの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	２
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＢの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	取消オーダ発行

	３
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＡの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	４
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＣの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	５
	ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＤの実施
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○


（凡例）　○：設定する（登録されている場合）　―：設定なし

本内容は、取消オーダを受信した場合、ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨＡ、Ｃ、Ｄを実施するケース

１．５．2 ファイルフォーマット
光アンバンドル業務支援システム～アクセスPF間にて送受信を行うファイルのフォーマット
について以下に示す。

１．５．２．1 ファイル形式

（1） ファイルに格納されるレコードはXML形式とする。

（2） ファイルの内部コードは、UTF8とする。

· 以下の文字についても適切に出力されるように変換を行う。

　　　－　（E28892 → EFBC8D）

～　（E3809C → EFBD9E）

∥　（E28096 → E288A5）

￠　（C2A2 → EFBFA0）

￡　（C2A3 → EFBFA1）

￢　（C2AC → EFBFA2）
１．５．２．2 ファイル転送用ディレクトリ

光アンバンドル業務支援システムにおけるアクセスPFからの転送ファイルの格納ディレクトリは以下の通りとする。

	機能名文字列
	“_”（アンダースコア）
	“SYSRSP”


１．５．２．3 ファイル名付与基準

XMLファイルのファイル名付与基準は、以下のとおりとする。

同一日に作成された同型のXMLファイル名は、同じ日付と同じファイル番号が付与されUUID文字列が異なる

	“S0797”

(要求ｼｽﾃﾑID)
	“_”

(ｱﾝﾀﾞｰｽｺｱ)
	YYYYMMDD

（日付※１）
	XXX

(ファイル番号※２)
	“_”

(ｱﾝﾀﾞｰｽｺｱ)
	UUID
文字列
	拡張子

(xml)


　　　（※１）（日付）は、「ファイル作成日－１」日

　　　（※２）（ファイル番号）は、「1.12 ファイル番号とルートタグ対応表.xls」参照

　　　＜例＞　2005年1月21日に作成されたXMLファイル(フレッシュデータ２ファイルの場合)

　　　　S0797_20050120101_7c1014ac-dbd12-40c9-bc7c-7c859cd10f3f.xml
　　　　S0797_20050120101_af1014ac-8d767-40da-afaf-af782175b02c.xml
上記のXMLファイルをフレッシュデータ、中間回答（履歴）データ毎に圧縮し、転送する。

フレッシュデータ転送ファイルのファイル名付与基準は、以下の通りとする。

	“0797”

(要求ｼｽﾃﾑID)
	“_”

(ｱﾝﾀﾞｰｽｺｱ)
	YYYYMMDD

（日付）
	“_”

(ｱﾝﾀﾞｰｽｺｱ)
	“FRS”
(ﾌﾚｯｼｭﾃﾞｰﾀ)
	“_”

(ｱﾝﾀﾞｰｽｺｱ)
	UUID
文字列
	拡張子

(tar.gz)


　　　（※）（日付）は、「ファイル作成日－１」日

　　　＜例＞　2005年1月21日に作成された転送ファイル

　　　　0797_20050120_FRS_9710190b-41295-4000-9d5d-5dc993745c8a.tar.gz
中間回答データ転送ファイルのファイル名付与基準は以下の通りとする。

	“0797”

(要求ｼｽﾃﾑID)
	“_”

(ｱﾝﾀﾞｰｽｺｱ)
	YYYYMMDD
（日付）
	“_”

(ｱﾝﾀﾞｰｽｺｱ)
	“HST”
(中間回答ﾃﾞｰﾀ)
	“_”

(ｱﾝﾀﾞｰｽｺｱ）
	UUID

文字列
	拡張子

(tar.gz)


　　　（※）（日付）は、「ファイル作成日－１」日

　　　＜例＞　2005年1月21日に作成された転送ファイル

　　　　0797_20050120_HST_9710190b-41295-4000-9d5d-5dc993745c8a.tar.gz
１．５．3 流通項目
光アンバンドル業務支援システム～アクセスPF間における流通項目を「1.6 流通項目_表1.6-1.xls」、「1.7 流通項目_表1.7-1.xls」に示す。

オーダの変更が発生しない場合、“送信情報なし”情報と“日付”を設定して流通する。（詳細は、「1.9 ＤＴＤ_表1.9-1.xls」項番３）

１．５．4 ＤＴＤ
光アンバンドル業務支援システム～アクセスPF間におけるDTDを「1.8 ＤＴＤ_表1.8-1.xls」、「1.9 ＤＴＤ_表1.9-1.xls」、「1.10 ＤＴＤ_表1.10-1.xls」に示す。

「1.8 ＤＴＤ_表1.8-1.xls」の共通タグは、デジ網で規定されている項目を示す。　

アクセスPF内共通タグは、アクセスPF内の共通項目を規定した項目を示す。

共通タグおよびアクセスPF内共通タグは、全システムまたはアクセスPFシステムにおいて、共通的に規定した項目であり、光アンバンドル業務支援システムへの流通有無に関わらずインタフェース仕様書に記載することになっている。　

「1.9 ＤＴＤ_表1.9-1.xls」の出力項目は、共通タグ、アクセスPF内共通タグで規定しているタグ以外であり、すべて光アンバンドル業務支援システムに流通する。
１．５．5 連携対象申込サービス
光アンバンドル業務支援システム～アクセスPF間における連携対象の申込サービスを「別紙 1.11 連携対象申込サービス一覧.xls」に示す。

光アンバンドル業務支援システム





オーダ制御からの流通＊２





設備連携からの流通＊１








アクセスPF


(オーダ制御)





アクセスPF


(設備連携)





アクセスPFからの登録＊１








＊１　表１．５．１．１－１に該当


＊２　表１．５．１．１－２、表１．５．１．２－１、１．５．１．３－１に該当
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